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崎浜商店 (総合卸業) の取組み事例：
配送業務をデジタル化し、配送効率向上、属人化の解消を実現するDX
成果報告書フォーマット –概要(提出必須)

実施概要
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パターン1.5(デジタル化の可能性検討・部分的なデータ分析)

ナカミ・スカイベアーズ

５名

沖縄県名護市

株式会社崎浜商店

総合卸業（流通）

総合卸問屋として、食品流
通で飲・食・健康に貢献

ＤＸロードマップをお互いに確
認しながら、企業様が実施され
たいことを整理した

ＤＸ、データ分析
システム構想、ＰｏＣ
コンサルティング

PCA商魂／商管
SmartDriveのログデータ

Ａ：在庫管理・出荷・荷積のデジタル化
• 出荷ミス防止のため、出荷・積荷リストの改善、在庫管理数量管理を精緻化したい
Ｂ：配送ルート最適化を図りたい
• ドライバーの経験と勘に依存した配送箇所順を最適な配送順として自動計算したい

Ａ：作業ミス防止のためのPCA外部でのメタデータモデル検討
• 今後業務DX化を図るためにＤＸロードマップの策定、PCAの管理に限界があるのでPCA外部にDBを置
き、商品の状態管理モデルを検討

Ｂ：配送順自動計算における制約条件など業務要件の整理
• 「焼きなまし法」計算スピード改善、配送締切時刻などの制約条件の操作を検討

Ａ：PCA商管の数値を現実在庫に合わせる業務の確立
• PCA商管データが現物数量と相違する原因調査を実施、出荷・積荷リスト改善によるミ
ス防止方法を提案

Ｂ：配送順入換時に配送順自動計算を行う
• 実運転データなどから「焼きなまし法」による最適配送順推定をシステム化
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成果

崎浜商店 (総合卸業) の取組み事例：
配送業務をデジタル化し、配送効率向上、属人化の解消を実現するDX
成果報告書フォーマット –詳細(提出任意)

• 崎浜商店様にご訪問させていただき
実際の集荷から配送までの運用業
務を見学させていただいた。

• 崎浜商店様の販売・管理までの業
務調査（PCA商魂・商管の運用調
査）

• 企業のIT成熟度を測るモデルとして
CMMIのご説明

• 他物流企業の事例調査

• 運用業務を見学させていただいた結果、現状集
荷から配送までの商品の状態（status）を確認
することが出来ない状態と判明したため、在庫管
理を行う場合はその重要性（status管理、モデル
図など使用）の知見を提供する事ができた

• 在庫管理で使用しているPCA商管の機能の重要
性の知見を提供する事ができた

• CMMIやデジタル経営成熟度などをDXロードマップ
に盛り込み、IT整備と従業員のIT受容度を同時
に上げていく取組の重要性をお伝え出来た

実施内容の詳細

Ａ：DXロードマップの策定・理解、出荷・積荷プロセスの確立に目処が立ったＡ：PCA商管の数値を現実在庫に合わせる業務の確立

パターン1.5(デジタル化の可能性検討・部分的なデータ分析)

• 得意先リストとして、名称・緯度・経
度・業務所要時間を使って、最適
な配送順と地図上へのルート作成
システムを実装

• 「○時までに配送」という得意先が
あり、配送業務や交通の都合で間
に合わなくなったときに配送ルートの
再計算が必要になる仕様に対する
検討を行った

• 想定どおり、「焼きなまし法」を使った配送順の自動計算については従来よりも効率的なルート探索(449号線から③、449

号線から⑦までの片道分を節約できる）が可能になり、経験や勘の属人性を解消出来た（下図右が実際通過したルート、
左が計算したルート）

• 今後については提供済のシステムを(1)他のルート設計などに活用、(2)「明らかに他から見てもこのコースの走り方はおかしい
よね」という点を可視化するツールとして属人化の排除、(3)効率化による時間短縮やコース増設の可能性にも繋がり配送
だけでなく経営全体に有効につながるイメージが持てた、とのご評価をいただけた

Ｂ：ドライバーの経験・勘とシステムによる配送順自動計算がほぼ一致Ｂ：得意先リストから配送順自動計算を行う




